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 しかしながら従来の方法に基いた AI の限界が様々な点で認識され、さらにはコンピュ
ータやロボティクスの技術が発展するにつれて、AI の方法も大きく変化してきた。そして













と留保している(Feigenbaum & McCorduck, 1984)。 













































 彼らがその問題にコミットしない主たる理由は、彼らが AI をあくまでも人間の思考を
補助する道具として捉えているからであろう(Feigenbaum & McCorduck, 1984; Rheingold, 
1986)。彼らの研究が実用上、大きな意義を持っていることは明らかだし、さらにギリース
が指摘するように、科学的方法や論理学についての私たちの理解に大きなインパクトを与



















































































































































































































































































































不要であるという立場を取り、従ってそもそも記号接地問題は生じないという（谷, 2005; Cf. 中村, 2004; 
2006)。一方で、アンディ・クラークやスティーヴ・グランドなどは、やはり力学的なアプローチを支持す
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